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«UT PICTURA POESIS»−Charles Baudelaire
の «Rêve parisien»
平 野 真 理
序 論
近代詩の始祖ボードレールは，文筆活動をまず美術の評論活動から始めた。
特に «Salon de 1845» に始まる美術評論は，ボードレールが時代の声に応えた
というよりも，数歩先を歩き，独自の嗅覚で切り開いた分野と言える。雑誌
Figaro に «Le peintre de la vie moderne» の第一稿を発表した際，Figaro の記者
ギュスターヴ・ブルダンは，«Le Peintre de la vie moderne, étude de haute cri-
tique, très curieuse, très fouillée et très originale, fera trois feuilletons ; le rez-de-
chaussée de notre journal est ordinairement consacré à des romans ou à des nou-
velles, et si nous dérogeons pour cette fois à nos habitudes, c’est avec la persuasion
que nos lecteurs ne s’en plaindront pas.（1）» と記す。当時人気のあった長編・短
編の小説の定席に，それらを押さえて敢えて紙面を割いたのは，彼の評論が高
い質を備えているだけではなく，何よりも光る独創性による決断なのだ。では
その独創性とは？ それは，それまで様々な美術，文芸を通して磨かれた感性
の産物としての独自の美についての言語化と言える。それが，«La peintre de la
vie moderne» の中で当時の画家コンスタンタン・ギースを通して述べられる
«c’est le transitoire, le fugitif, le contingent, la moitié de l’art, dont l’autre moitié est
l’éternel et l’immuable.（2）» だ。地上という現世での限られた時間は，絶えず過
ぎ去る限られた空間であり，そこに存在する全てがいつかは消え去る。同時に
永遠という不変であり無限の時間で，手の届かない理想，憧れを永遠に追い求
める。それまでのローマ・ギリシャの古典という，もはや今は存在しないもの
４９
を美の基準とした時代とは異なり，ボードレールは地上と永遠の混在に美を見
出したのではないだろうか。そして絵画を通して語られた美を実践したのが
Les Fleurs du Mal であり，«UT PICTURA POESIS» －詩は絵画のごとく，絵
画は詩のごとく－を作品はまさに語る。ボードレールは詩に絵画的美を求め，
絵画に詩を読み取る。
Les Fleurs du Mal に咲く，「メタリックな色合いと眩暈を覚えるような香り
を発散する風変わりな花々」（3）は，自然の風にそよぐ可憐な花ではない。硬質
の人工的な花々が，オスマンの改造であちこちに散在する破壊された石塊，冷
たい石畳，都会という躯体を流れる薄暗い水路や裏道に咲く。しかしこれらの
花々は，1859年初版刊行後，「公序良俗」の罰により一度は司法に摘み取ら
れ，2年後の再版で «Tableaux Parisiens» が加えられた。
ジョン E. ジャクソンは，この章を «le vrai cœur du livre en même temps
qu’une des chartes d’origine de la poésie moderne :（4）» と述べる。単に，パリとい
う都会の見たままの情景が描かれているのではなく，絵画を通して確信した美
の理論が «Tableaux Parisiens» の全 18篇の細部にわたって組み込まれているか
らだ。ここではその中の一篇，«À Constantin Guys（5）» という献辞を付けられ
た «Rêve parisien» について論じて行く。
そしてボードレールは，«Au parfait magicien ès lettres françaises（6）» と讃える
テオフィール・ゴーティエに， Les Fleurs du Mal を自ら « Ces fleurs
maladives（7）» と称して捧げるのだが，この献辞に自分の詩人としての決意をこ
めているのではないだろうか。それまでの詩の対象になり得なかった素材を想
像力という魔法で表現する。絵画論を通して語った絵画における美を詩で実現
しようとしたボードレールの詩作への姿勢は，かつては画家を志し，絵画の持
つ形態や色彩を言葉に置き換え美を表現しようとしたゴーティエと重なり，両
者の美意識は，今回取り上げる «Rêve parisien» において共鳴しあう。そして
«fleurs» と «maladives» との組み合わせは，詩集全体に響く «la dissonance（8）»
を予告する前奏曲とも言えよう。このような不協和音の流れる絵画的詩とは，
どのようなものであろうか。
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1 «Tableaux parisiens» における «Rêve parisien» の計算
絵画や彫刻の語る言葉，色彩，光と陰，輪郭を詩，小説，バレエ，演劇と
様々な芸術様式の中で美の実践を試みたゴーティエは，Mademoiselle de
Maupin（1835）の中で «L’art pour l’art» と，美の宣言をする。その彼への献辞
と共に始まる Les Fleurs du Mal の «Tableaux parisiens» の章の中で，更に «À
Constantin Guys» という画家への献辞と共に «Rêve parisien» は書かれた。ゴー
ティエ，«Tableaux», «Constantin Guys» と，三重に絵画のイメージへ導かれる。
しかし，それだけでこの詩の絵画的解釈が成立するものではない。
まず «Tableaux parisiens» とは，どのような絵画であろうか。«de Paris» であ
れば，所有，所属の前置詞 «de» に導かれる «tableaux» は，具体的に限定され
た現実のイメージになる。それに対して «parisiens» は，«Qui est de Paris ; qui
a l’esprit, les mœurs de Paris ; qui est propre à Paris（9）» と，パリの精神，生態と
いう，パリの非物質的な面を意味する。目に見えるパリの情景ではなく，目に
見える情景から目に見えないものを引き出し，描いているのだ。パリの皮層か
ら引き出された，「第二の現実」（10）とも言えるパリが見る夢，そして夢という
非現実。«Rêve parisien» は，「今」と夢という，儚くかつ永遠の時間が重なる
情景を描いている。
まず，この章全体でのこの詩の意味を見てみよう。«Tableaux parisiens» の巻
頭の詩 «Paysage» では，«Je veux» と，一見内面に沸き立つ «passion» に導か
れるまま言葉をキャンパスに置いていくかのように思われる。しかし，実際は
都会のパリを描いているのに，«mes églogues（11）» が描きたい対象として挙げ
られる。この矛盾，不協和は，以後繰り広げられる絵画を予告する。そして 18
作品中 11番目の «Le jeu» では，«Le jeu» の冒頭から続く賭博場の光景が第 4
カトランで初めて一枚の絵である事がわかるのだが，そこにきて初めて，その
絵を眺める詩人の姿が現れる。そして彼の目には，絵の中に佇む詩人自身の姿
も同時に描かれる。絵の中には，過去の一瞬の時間が永遠に閉じ込められてい
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る。眺める詩人の「今」，その詩人を見る読み手の「今」，永遠，過去，一瞬の
「今」。様々な時間が混在する「今」は，過去であり，一瞬であり，永遠である
という，重層的時間構造となる。この時間の混在は，«Rêve parisien» へと流れ
込む。
そして «Rêve parisien» の第一部の全 13カトランは，夢というよりもハシ
シュによる幻影のような描写が続き，最後に舞台が暗転するように，第二部の
全 2カトランで呪わしい現実世界が目に映る。しかし前半の幻影の時間は，夜
ではなく «Ce matin（12）» であり，夜から朝へ，夢から現実の労働の時間へ移行
する，現実と非現実の重なった時間の設定になっている。この章の «Le Crépus-
cule du soir» で，ボードレールが «des démons malsains dans l’atmosphère /
S’éveillent lourdement（13）» と語る，闇に潜んでいた負の存在がおもむろに目覚
めるこの魔の時刻について，ジョン E. ジャクソンは «Le Crépuscule, c’est donc
l’obscurité qui couvre le vice :（14）» と述べる。闇は都会の色欲，物欲にまみれた
悪徳，雑多な汚物や絶望を覆い隠し，そして同じ章の «L’Amour du mensonge»
においても，«du soir allument une aurore（15）» という形で現れる。夜でありなが
らほのかな夜明けの光を内包する時刻は，この章の最後を飾る «Le Crépuscule
du matin» へと向かう。このように「断末魔の太陽のたわむれの中に，ある種
の詩的な精神たちは，新たな歓びを見出す」（16）と，ポーについての覚え書きの
中でもボードレールが触れた太陽の光が闇と重なる時刻は，詩人にとってまさ
に「描きたい」時間であり，詩人の感性，イマジネーションが目覚める時刻な
のだ。この時刻の中から，都会に隠された負の存在を詩人の感性とイマジネー
ションで今までに無い新たな美として取り出したのが，ボードレールの詩では
ないのだろうか。
そして 18 篇の作品間の繋がりを捉えて，ピエール・ラフォルグは «De
Paysage à Rêve parisien se dessine une courbe qui parcourt presque toute la section
Tableaux parisiens（. . .）（17）» と述べる。描きたい思いの高揚とは裏腹に，冷静
にそして緻密に一枚一枚の絵が描かれ，最後に全体を見渡すと，パリの都会を
描く連作を結ぶ一本の線は，章の最後に位置する «Rêve parisien» へ曲線を描
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きながら落ちて行く。最終的にその線は，«Spleen et Idéal» «Tableaux parisiens»
«Le Vin» «Fleurs du Mal» «Révolte» «La Mort» という 6つの構築物で緻密に組
み立てられた Les Fleurs du Mal の中で，「この詩集を構成する幾本かの線は，
それ自身こきざみに高揚と失意のあいだをゆれ動きながら，詩集全体の流れと
しては，つるべ落としに下降する一本の鋭い曲線をえがいている。」（18）とフー
ゴー・フリードリヒが述べる曲線に一体化する。Les Fleurs du Mal という小
宇宙の中で，詩人は «Spleen et Idéal» という手の届かない高みの永遠の世界か
ら最後の «La Mort» という深淵なる永遠の世界へと，不協和音を発しながら
急降下で落ちていく一つの線を描いているのではないだろうか。
そして «Rêve parisien» で描かれる都会の夢は，«Tel que jamais mortel n’en
vit（19）» と，死のイメージを帯びて始まる。このような死のイメージはボード
レールの美の定式に欠かせないものであり，幾つもの作品に顔を出す。死とい
うマイナスの対象から，鋭利で豊穣なイマジネーションが新たな存在を生みだ
し，そこから発ち昇るメランコリーこそが，ボードレールの美となる。
このような死＝不幸と背中合わせにある美について詩人は，«je ne conçois
guère（. . .）un type de Beauté où il n’y ait du Malheur.（20）» と述べる。死という
不幸の王とも言うべき存在は，より輝かしい美を生む。その際立つ作品，«Une
Charogne» の中で蛆の湧く屍は，この章の «Le Squelette laboureur» の中で人体
解剖図の版画の素材になり，«Dessins auxquels la gravité / Et le savoir d’un vieil
artiste, / Bien que le sujet en soit triste, / Ont communiqué la Beauté，（21）» と，美を
醸し出す。衣服のように骨を覆う肉を「時」が腐らせ削ぎ落した後現れる骸骨
＝死の中には，永遠の時間があるのだ。死という永遠の時間を背景に始まる
«Rêve parisien» において，死はもはや「無」ではない。死は現実の世界から飛
翔した非現実であり，死における永遠性と時間の不在は，「夢」という無形の
対象へ結びついて行く。そして詩の中で語られる永遠性は，画家コンスタンタ
ン・ギースを通して述べられる美の要因の一つ，«l’éternel» と重なる。
ゴーティエは，«Rêve parisien» の評論において死という暗黒と夢が描く絵に
共感し，«Rêve parisien est un exemple frappant. Voici les lignes qui essayaient de
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rendre ce cauchemar splendide et sombre, digne des gravures à la manière noire de
Martynn：（22）» と述べる。彼は，朝と夜が重なった闇と死という黒地のキャン
バスにボードレールが描く線から，「狂気の画家」マーティンの黒を基調とし
た版画に思いを寄せ，«Rêve parisien» の中にマーティンと共通した悪夢を見
る。そして死の陰を帯びながら，夢の中で唯一流動する生命体である「水」と
「沈黙」がメタリックなまばゆい景色を繰り広げながら描く曲線は，«ce
cauchemar splendide et sombre» を生み出す。その光景は，あたかも黒板（tab-
leau）にチョークで次々と絵が描かれていくかのように見える。ゴーティエは
当時の画家ギュスターヴ・ドレの描写においても，«d’une gravure noire à la
manière de Martynn（23）» と，ほぼ同じ表現でドレの黒い荘厳さを述べる。同じ
言葉の二度にわたる使用は，ゴーティエが持つ «Rêve parisien» へ向かう共感
の深さと，この作品を絵画的視点で捉えている事を示す。
«Rêve parisien» は，«Tableaux parisiens» で描かれるパリの第二の現実へ，死
と夢という手段によって読者を作品に導入する。次に詩の形式の面から，ボー
ドレールが美の誕生のために企てた計算を見る事にする。
2 «Rêve parisien» の計算
前項では，«Tableaux parisiens» 全 18作品の計算された構成の中で，詩人の
イマジネーションの働く場としての «rêve» にたどり着く過程と背景を見て来
た。«Rêve parisien» は，朝と夜の重なる «le crépuscule» の闇が死というマイナ
スのイメージを背負いながら，「夢」というイマジネーションの技法により新
しい命を吹き込まれた美の対象を提示する。そして «Rêve parisien» を見るゴー
ティエの絵画的視線と，意味や内心の過度な情念よりも形態における絵画的な
形態による美を重視したゴーティエ自身の芸術志向の関連から，この詩の絵画
的要素が見えてくる。それと同時に，形態を生み出すための技巧と計算の必然
性が出てくる。ゴーティエの場合は，絵画的美を求めた結果内容より表現が優
位になる形式的卓越という印象が強い。しかし，ボードレールはゴーティエを
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賞賛しながらも，彼が陥った偏りを越えたところに自分の詩という芸術のあり
方を見出したと思われる。そこで次に，«Rêve parisien» の形式と技巧が絵画的
要素にどのように関わっているかを見るために，この作品の起点となっている
と思われるゴーティエの作品集，Émaux et Camées の一つ «La Rose-thé» と比
較し，ボードレールの作品と共通する形式がどのような働きをしているかを見
る事にする。
La Rose-thé（Émaux et Camées）
La plus délicate des roses / Est, à coup sûr, la rose-thé. / Son bouton aux
feuilles mi-closes / De carmin à peine est teinté.
On dirait une rose blanche / Qu’aurait fait rougir de pudeur, / En la lutinant sur
la branche, / Un papillon trop plein d’ardeur.
（. . .）.（24）
«Rêve parisien» と «La Rose-thé» の両作品で使われている，4行を一区切り
とする «quatrain» の連句で構成される詩節は，ヨーロッパの詩の中で最も一般
的な形式であり，女性韻と男性韻を交互に踏むという古典詩の原則も踏襲して
いる。その意味では，両者とも一見古典的な美の様式を保っている。しかし反
アレクサンドラン
面，古典的な 12音節ではなく，8音節詩句を選択している。ルイ・アグッタ
ンは二人の様式の重なりから，«La strophe d’Émaux et Camées sert ici Baudelaire
par sa précision coupante. Il emprune à Gautier son outil.（25）» と述べる。Émaux et
Camées の 47作品中，冒頭の «Préface» と最後の二作品を除いた残りの全作品
は，4行詩節と 8音節詩句で構成されており，ゴーティエがこの形式美に持つ
こだわりが伝わる。そしてボードレールは，その形式を自分の表現における手
段としてゴーティエから借りる。しかし，8音節の選択は何を意味しているの
だろうか。
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アレクサンドラン
8音節，10音節の詩句より遅く現れた 12音節は，確かに 17世紀以降フラン
ス人に最も好まれる詩句であり，その人気が衰えることはなかったのだが，か
といって 8音節が奇をてらった，斬新なものという訳ではない。10音節詩句
アレクサンドラン
は 17世紀以降衰退し，12音節に取って代わられたが，8音節詩句はフランス
古語の時代の隆盛を経て，16世紀以降は「叙情の詩句」として生き続けてい
る（26）。これは，ロマン主義の次に現れた高踏派のテオドール・ド・バンヴィ
ルが錬金術的な熟練に勤しみ，形式を完璧なものにするため伝統的・古典的な
詩形を離れ，様々な詩節の使用（2行，4行，6行など），奇数脚（3音節，7
音節，13音節の使用）を試みた事から見ると，ボードレールが叙情の詩句で
ある 8音節詩句を採用したのは，復古的行為であると言えよう。そういう点
で，ボードレールは近代詩の道へ踏み込みながら，ロマン主義を引きずってい
るのだ。«Pour moi, le romantisme est l’expression la plus récente, la plus actuelle
du beau.（27）»。ロマン主義の上澄みを掬いとり，近代詩へ注入したとも言える
だろう。それは後退ではなく，新しい姿への脱皮ではないだろうか。
更に，«Rêve parisien» と «Rose thé» の両作品では，女性韻（a）と男性韻
（b）が abab と交互に繰り返す脚韻によりリズムが躍動する。ボードレール自
身，ゴーティエのこの作品集について，「その才能をわれわれがかくも情熱的
ア レ ク サ ン ド ラ ン
に愛するところの詩人は，（中略）八音節詩句の中に十二音節詩句の荘重さを
首尾一貫して持続的に導入することによって，完全に証明してみせた（『七宝
螺鈿集』）。そこに現れているものはなかんずく，絵画と音楽という二重の要素
の融合により，旋律の規則ただしさにより，また正確というのをさらに上回る
脚韻の規則的で均整のとれた尊厳によって獲得することのできる成果のすべて
アレクサンドラン
である。」（28）と述べる。本来は 12音節が収まるべき古典的な詩節であるカトラ
ンに 8音節詩句が収まり，不協和が生じる。絵画の要素である視覚的な形式と
音楽の要素である押韻という，詩の持つ二つの要素の共存がもたらす不協和
が，この二作品の美を構成するのだ。
しかし本来の古典的な押韻は，同じ韻を踏むだけではなく，その綴りも全く
同じであるという規則を持つのだが，ボードレールは，«verts» «vers», «ïes»
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«ies», «ment» «mant», «dis» «dits» と，15カトラン中 4組に不一致を置く。ゴー
ティエも，«thé» «té», «fum» «un», «temps» «（sept）ans» と，7カトラン中 3組
の不一致がある。聴覚の点では古典的な韻を踏みながら，文字という視覚の点
では古典から外れるという不協和が生じている。形式と不協和という，相反す
る二つの要素が奏でる音は近代詩の序奏であり，ボードレールはゴーティエか
らそれを引き出し，磨き上げる。
前の章でも述べたように本体の Les Fleurs du Mal も，章の一つである
«Tableaux parisiens» も，計算から生まれた曲線と描かれる内容の不協和が独特
のリズムを生む。そして 18枚の連作の一つであるこの作品も，計算された形
式と不協和で構成される。どこを切っても，そこには形式という計算がある。
そして，そこでは五感の内の視覚と聴覚が呼応しあう。それは偶然ではなく計
算によるものであり，この計算について，«Le Peintre de la vie moderne» の中で
«tout ce qui est beau et noble est le résultat de la raison et du calcul.（29）» と，ボー
ドレールは述べる。ボードレールにおける美は，五感の対応関係から生まれ
る，偶然ではない，かつ理性的に計算された結果なのだ。
又，ボードレールによるゴーティエについての評論の中でも，芸術における
形式＝計算について，«C’est un des privilèges prodigieux de l’Art que l’horrible,
artistement exprimé, devienne beauté, et que la douleur rythmée et cadencée
remplisse l’esprit d’une joie calme.（30）» と述べる。ボードレールの古典や詩につ
いての深い教養を土台にした上での，不協和な形式が生み出す不安定さ，不安
感が生み出す恐怖は美となる。そして不安定なリズムにより生まれる苦痛は，
心を静かな歓びで満たす。フリードリヒは，これを「形式による救い」（31）と言
い表す。形式を持つ事で，そして緻密に計算する事で，今までの美の基準から
はこぼれ落ちる対象を美に昇華させ，美の多様性を提示する。
ボードレールまでは，形式とリズムは詩人の心情，つまり詩の意味と連動し
ていた。しかしボードレールの中では，形式は脚韻やリズムなどで言葉の存在
価値を掬い取るものの，それまでの常識では収まりきらない対象，非現実な内
容をその枠に収めた結果，意味は見捨てられ，それと引き換えに投げ出された
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緊張感を伴う不協和が，美を生む。この結果を見通した計算が，ボードレール
の描く対象の起点となるのだ。
3 «Rêve parisien» で描かれる対象
ゴーティエは形式に重きを置いたが，それは意味を捨てながらも，意味を捨
てるという行為の重さに気づく事無く，言わばうわべで表現が閉じている。し
かしボードレールの形式における計算は，不協和という響きを生み出す。計算
された技法で描かれる «ce cauchemar splendide et sombre», «des gravures à la
manière noire de Martynn»。死という深淵を覗きながら，詩人は何を描くのか。
この絵の主要舞台は夢の中であり，最後の暗転で夢から現実に急降下する曲
線がこの «tableau» を貫く。先でも述べたように，Les Fleurs du Mal 全体，そ
して «Tableaux parisiens» の双方を横切る曲線がここにも存在する。そして夢
の中では，«du métal» «du marbre» «Babel d’escaliers et d’arcades» «l’or mat ou
bruni» «cristal» «des murailles de métal» «des pierres inouïes» «D’immenses glaces»
«le trésor» «diamant» «pierreries» と，多くの金属，大理石等人工的で無機質な
物質が描かれている。それらの不動の人工物とは対照的に， « bassins »
«cascades» «cataractes» «colonnades» «étangs» «des nappes d’eau» «des flots
magiques» «Des Ganges» «un océan» «Le liquide» と様々に形を変え，流動する
生命の源である水が音を立てずに夢の王国を流れる。しかし夢の中では人工の
物質が優位に立ち，まばゆい光を放ち，詩人の憧憬の対象となる。そこでは，
不規則で予測の出来ない植物や人間は，描きたい対象から排除すべきものとな
る。
この価値感覚は，前項で述べた形式の優位とそこから来る «tout ce qui est
beau et noble est le résultat de la raison et du calcul.» に由来する。自然は，人の
手の及ばない偶然により出現するものであり，考え抜かれた形式の中で理性と
計算により作られたボードレールの美の対象となる都会や人工の物質とは相反
するものなのだ。«Rêve parisien» の範となったゴーティエも，意味よりも形式
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上の美や色彩に大きな価値を見出した。確かにゴーティエは，Émaux et Camées
の題名からもわかるように，細密に技術と計算を施した物を描く対象とした
が，カメオの素材が貝であるように，描く対象から自然を追放してはいない。
例えば «Fantaisies d’hiver（32）» では，«le quatuor des saisons» «La neige qui la
poudre à blanc» «les arbres, comme aux féeries, / Sont en filigrane d’argent.» と自
然も賛美の対象としている。ボードレールは，礼賛するゴーティエと敢えて同
じ形式を取る事で美の対象の違いを明快に示し，ゴーティエを越えようとした
のではないだろうか。
実際ボードレールが描くのは，この章の冒頭の «Paysage» で詩人が描きたい
対象としてあげる自然あふれる田園風景ではなく，人の手で技巧的に作られた
都会のパリだ。オスマンの改造で整えられていく石畳や石造りの家，鋳鉄製の
灯柱のガス灯，豪華な台座や彫像を伴う噴水。当時整備され増えた噴水は，確
実に «Rêve parisien» の水のイメージと重なる。そしてガス灯の出現は，闇に
埋もれた都会の秘部をほのかに照らし出し，詩人のイマジネーションが働く夜
の世界，黒い tableau を出現させた（33）。しかしボードレールの詩となった時，
これらの現実はパリの現実とは別のものとなる。ピエール・ラフォルグが，
«C’est un tableau reel, mais paradoxalement ce n’est pas un tableau de la réalité,
puisque c’est . . . le rêve.（34）» と述べるのも，この作品に象徴される現実の昇華
を言い表している。現実はボードレールの詩の素材ではあるが，夢を通して新
たな存在に変換される。現実でありながら，現実ではない。
この変換器である夢についてボードレールは，ポーについての批評の中で
«toutes les magies du rêve, tous les souvenirs de l’opium.（35）» «de mystérieux et de
parfait comme le cristal.（36）» と述べる。夢は詩人の魂を刺激するハシッシュで
あり，不在の物質から内在する美を抽出する魔法であり，魔法の持つ神秘性
は，古来から水晶が持つとされる神秘性に通じる。更に水晶という鉱物の完璧
さが，夢の完璧さを表す。フーゴー・フリードリヒは，ボードレールの夢を
「ボードレールにとって，夢は知覚能力ではなくて創造能力であり，混沌とし
た気ままなものではなくてむしろ精確な計画的ないとなみであった。」（37）と述
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べる。夢という魔法は，現実の物を別の存在へ変えるイマジネーションであ
り，理性と計算を良しとするボードレールにとっては，偶然ではなく計算され
た完璧な技巧と同義となる。そしてポーの作品中，夢を通して見る光景である
«des colonnades éblouissantes, des cascades de métal fondu, des paradis de feu，（38）»
は，«Rêve parisien» の中で «de colonnades» «Plein de bassins et de cascades /
Tombant dans l’or mat ou bruni ; » «Qui brillaient d’un feu personnel» と，再登場
する。ボードレールが描く鈍く輝く硬質な触感の第二のパリの中で，人工の物
質は溢れんばかりに目に飛び込み，揺らめく炎すら氷のように冷たく，沈黙の
中で静かに燃える。そして自然の追放された都会には，水の精の姿はあっても
人間はいない。自然という計算出来ない素材の追放は，夢という儚く，かつ現
実の時間を超越した永遠の世界の出現を促す。ボードレールは夢を通して不動
の人工の素材の中から永遠性を抽出し，描こうとした。まさに，画家コンスタ
ンタン・ギースを通して語られる美の要素，«le transitoire, le fugitif, le contingent,
l’éternel et l’immuable» が詩作に実践されている作品なのだ。
次に夢の第一部と現実に戻る第二部との違いに目を向けてみよう。一つ目は
視覚的な面だ。同じ現実を描きながら夢を通して見る第一部は，黒地に妖しく
燐光のような光を放ちながら恍惚とした美しさを展開する。一転して第二部
は，もはや昼間の光も差し込んでいるであろうに，目を背けたくなる現実故に
どんよりと薄暗い。そして二つ目は聴覚的な面だ。第一部では音は一切無く，
そこには «Un silence d’éternité» のみが存在する。始まりも終わりもない，永
遠に続く沈黙。夢の中には過去も今も未来も，言わば現実世界での「時間」が
ないのだ。人工的に作られた建築物等の素材は不動であり，永遠の中では，泉
水や滝や瀑布，果ては遥かなガンジス河等の唯一「動」を持つ水も一切の音を
出さない。音もたてずに流れ落ちる水。この「不協和」こそ非現実を生み出す
夢の象徴であり，その不協和がこれまでにない新たな美，«terrible nouveauté»
を生み出す。しかし詩人が求める新たな美は，«Paysage» での眼下の世界を見
下ろす高見の窓でも天空でもなく，そこから急降下してたどり着く «ce terrible
paysage, / Tel que jamais mortel n’en vit,»，絶望的な闇，深淵の中に潜む。
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片や第二部では，振り子時計の正午を知らせる音が鳴り響く。音は，現実を
呼び起こす。夢という魔法が解けた詩人の眼前には，音が呼び起こした現実が
横たわる。そして眠りを覚ます振り子時計は，次の作品 «Le Crépuscule du
とばり
matin» の中で朝の帳を裂く起床ラッパへと変移する。«Rêve parisien» では，時
が流れる現実から夢というイマジネーションにより抽出された新たな美が描か
れるのだ。
結 論
«Rêve parisien» は，画家コンスタンタン・ギースに捧げる事で，芸術批評の
中でボードレールが絵画という芸術を通して語る美の理論， « c’est le
transitoire, le fugitif, le contingent, la moitié de l’art, dont l’autre moitié est l’éternel
et l’immuable.» を無言の副題とする。不動の石畳，建物，石の塊，噴水等人工
の素材が，自然が追放された «Les Paradis artificiels（39）» の中で，詩人のイマジ
ネーションによりほのかな光を放つ。そこは夢という儚くとらえどころの無
い，時間の無い永遠の世界であり，始まりも終わりも無い。探し求めるものに
手が届く事は決してなく，現実を夢の作用で第二の現実に変貌させている。い
や，変貌というよりも，現実の皮層から新たな美を抽出したというのが正しい
だろう。そして詩人の求める永遠の世界は，«Tableaux parisiens» で描く放物線
の落ちる深淵の中にこそあるのだ。深淵の中に永遠の高見を見出す。これは，
ボードレールの究極の不協和であろう。
神の手による «Les Paradis» を否定し，植物や人間を追放した «Les Paradis
artificiels» には，人工物への憧憬，崇拝がある。人工物への崇拝は，偶然とい
う要素の排除でもあり，ボードレールの美の理論を根本で支える基本理論，
«tout ce qui est beau et noble est le résultat de la raison et du calcul.» から派生す
る。ここでは素材を加工する技術，詩人の計算が，素材の内容よりも一番重要
視される。恐怖，不安，そして醜いもの等，今までは美の対象となり得なかっ
たものも，ボードレールの手により内部に秘めた美を取り出され，戦慄を伴う
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美として地上に現れる。不協和音を発する美は，それまでの誰もが美しいと感
じるものとは全く異なる。
又，コンスタンタン・ギースを語る中で，«rien que l’art pur, c’est-à-dire la
beauté particulière du mal, le beau dans l’horrible.（40）» とボードレールは述べる。
ボードレールにとって純粋な芸術とは，万人に共通する美とは異なる悪を描く
«particulière» であり，恐怖をも伴う美である。この «particulière» は，ボード
レール以後の時代の新しい美の鍵となる。
«Rêve parisien» は，かくのごとく，絵画を通して述べられる美の理論を詩で
実践した作品として存在意義を持つ。«UT PICTURA POESIS»。詩は絵画のご
とく，絵画は詩のごとくと語りかけるのだ。
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